
 

大阪国際大学（大阪府守口市、学長：宮本郁夫）では、コロナ禍においても国際的な学びを継

続すべく、シンガポールの協定校ナンヤン・ポリテクニック（以下「NYP））ビジネスマネジメント

学部のクラスと合同で、「魅力ある日本製品のアジア市場導入」のプロジェクトに取り組んで

いる。このプロジェクトでは、魅力ある商品を作る日本企業にご協力いただき、その商品価値

を伝えるとともに、シンガポールと近隣アジア諸国への市場導入の可能性を探る。主に、商品

価値の伝達を本学が、市場導入のためのマーケティング戦略を NYP が立案し、双方の議論

を経てまとめた戦略を協力企業の経営者に提言する。 

「商品価値は国境を越えるか？」シンガポール協定校とマーケティングの
合同プロジェクトを実施～大阪国際大学 経営経済学部 経営学科 

本学の経営経済学部経営学科では、体験型の学修を通じて経営学・会計学を専門に学び、総合的な視野

から社会の発展に貢献できる人材を目指している。 

本学科の近藤浩章教授のセミナー生と NYP ビジネスマネジメント学部のクラス（担当：Ms. Sarah Khoo, 

Senior Lecturer）との合同プロジェクト「魅力ある日本製品のアジア市場への導入」は、経営学の知識だけ

ではなく、異文化コミュニケーションの力も試されるプロジェクト。今年度は、辰馬本家酒造株式会社の日本

酒「白鹿・特別純米山田錦」、株式会社植山テキスタイルの敷物「BasShuい草ラグ」、恩地食品株式会社の

塩分不使用麺「かるしお認定丸うどん」を研究対象として取り上げ、酒ミュージアム(公益財団法人 白鹿記

念酒造博物館)や各企業からの協力を得て本学生が商品勉強をするところからスタートした。成長著しいシ

ンガポールをはじめとするアジア各国市場のニーズをとらえ、宗教をはじめ文化が異なる地域へどのように

商品価値を伝えて市場導入するかが今後の課題となる。両校の学生は、英語によるオンライン会議やメー

ルのやり取りを通じて両校によるディスカッションが 11 月にスタートし、2022 年 2 月にはアジア市場導入の

ための戦略提言をまとめる予定。次回の合同ミーティングは 12 月 2 日（木）の予定。 

 

▼本件に関する問い合わせ先 

大阪国際大学 経営経済学部 経営学科 

教授 近藤 浩章 

住所： 大阪府守口市藤田町 6-21-57 

TEL： 06-6902-0791（代）   FAX： 06-6902-8894 
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